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１【提出理由】

 2020年６月23日開催の当社第98回定時株主総会において、決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第24条の

５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づき、本臨時報告書を提出するも

のであります。 

 

２【報告内容】

(1）当該株主総会が開催された年月日 

2020年６月23日 

 

(2）当該決議事項の内容 

第１号議案 剰余金の処分の件 

１．配当財産の種類 

金銭 

２．配当財産の割当てに関する事項及びその結果 

当社普通株式１株につき金23円  配当総額 10,535,192,320円 

３．剰余金の配当が効力を生じる日 

2020年６月24日 

 

第２号議案 取締役10名選任の件 

取締役として、髙下貞二、加藤敬太、平居義幸、神吉利幸、上脇 太、竹友博幸、清水郁輔、 

加瀬 豊、大枝宏之及び石倉洋子の10氏を選任する。 

 

第３号議案 監査役１名選任の件 

監査役として、福永年隆氏を選任する。 
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(3）決議事項に対する賛成、反対及び棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための要件並び

に当該決議の結果 

決議事項 賛成（個） 反対（個） 棄権（個） 可決要件 
決議の結果 

（賛成割合） 

第１号議案 3,952,957 3,037 40 （注）１ 
（注）２ 

可決（99.92％） 

第２号議案       （注）１ （注）２ 

髙下 貞二 3,616,927 339,083 130   可決（91.42％） 

加藤 敬太 3,655,806 300,295 40   可決（92.41％） 

平居 義幸 3,691,490 264,611 40   可決（93.31％） 

神吉 利幸 3,690,965 265,136 40   可決（93.30％） 

上脇 太 3,665,624 290,477 40   可決（92.65％） 

竹友 博幸 3,691,263 264,838 40   可決（93.30％） 

清水 郁輔 3,685,893 270,208 40   可決（93.17％） 

加瀬 豊 3,791,849 164,253 40   可決（95.85％） 

大枝 宏之 3,792,215 163,887 40   可決（95.85％） 

石倉 洋子 3,794,352 161,750 40   可決（95.91％） 

第３号議案       （注）１ （注）２ 

福永 年隆 3,883,836 72,338 40   可決（98.17％） 

（注）１．各決議事項が可決されるための要件は次のとおりです。 

     第１号議案は、出席した議決権を行使することができる株主の議決権の過半数の賛成であります。 

第２号議案及び第３号議案は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の

出席及び出席した当該株主の議決権の過半数の賛成であります。 

２．賛成の割合の計算方法は次のとおりであります。 

  本株主総会に出席した株主の議決権の数（本総会前日までの事前行使分及び当日出席のすべての株主分）に

対する、事前行使分及び当日出席の株主のうち、各議案の賛否に関して賛成が確認できた議決権の数の割合

であります。 

 

(4）議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由 

 本株主総会前日までの事前行使分及び当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できたものを合計した

ことにより可決要件を満たし、会社法上適法に決議が成立したため、本総会当日出席の株主のうち、賛成、反対及び

棄権の確認ができていない議決権数は加算しておりません。 

 

以 上
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